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１．洲本市の交通を取り巻く現状と課題 

 

1.1 洲本市の概況 

(1) 位置･地勢 

・洲本市は、兵庫県の南端にある淡路島の中央に位置している人口約４万 3 千人の市です。

北は淡路市、南は南あわじ市に接し、東は大阪湾、西は播磨灘に面しています。 

・市の中央には「淡路富士」と呼ばれる先山があり、その東側には洲本川周辺に広がる洲本

平野に市街地が形成され、西側には丘陵地帯が広がっています。 

・瀬戸内海国立公園の先山地区、三熊山地区、由良地区などの自然林や塩生植物群落など、

豊かな自然が残されています。 

・瀬戸内海気候に属しており、温暖で比較的降水量の少ない気候です。 

・東西約 20km、南北約 21 ㎞、総面積は 182.38 ㎞２で、淡路島の 30.6％、兵庫県の

2.2％を占めています。 
 

＜ 洲本市の位置と概要 ＞ 

 

2020 年(令和２年)１月末現在 

人 口：43,289 人 

世 帯：19,945 世帯 

面 積：182.38 ㎞２ 
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(2) 人口 

・洲本市の人口は、2015 年(平成 27 年)国勢調査結果で、約４万４千人です。 

・1985 年(昭和 60 年)の約 5 万 5 千人をピークに毎年減少しており、国立社会保障･人口

問題研究所による 2045 年(令和 27 年)の人口は約２万６千人にまで減少すると推計され

ています。 

・2015 年(平成27年)の 65 歳以上の人口は 33％を占め、超高齢社会となっています。 

・今後、74 歳までの人口が減少していくことにより、2045 年(令和 27 年)には、75 歳以

上の人口が 29％を占め、約 3.4 人に１人が 75 歳以上になると推計されています。 

 

＜ 人口･高齢化率･年少人口比率の推移 ＞ 
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＊) 合併前[2005年（平成 17年）以前]の数字は、旧洲本市と旧五色町の人口の合計 

出典） 2015 年（平成 27 年）以前：国勢調査 

2020 年（令和２年）以降：「日本の地域別将来推計人口」[2018 年（平成 30 年)推計] 

国立社会保障･人口問題研究所 
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＜ 地域別人口（メッシュ統計）＞ 

・洲本市の可住地面積は 79.07 ㎞２で、総面積の 43％です。 

・人口分布状況は、中心市街地である本町、山手やその周辺の物部東部、上物部北部に集中

しています。国道沿いや県道沿いで約 500ｍメッシュ内に 300 人以上の居住地もみられ

ますが、ほとんどが 100 人未満となっています。 
 

＊）可住地面積は、2016 年(平成 28 年)10 月１日。総面積から林野面積と主要湖沼面積を差し引いて総務省

統計局が算出したもの。出典は兵庫県市区町別主要統計指標平成 31 年版。 

・市全体に高齢化率28％以上の地域が広がっており、高齢化率50％以上の高い地域も点在

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊） １つのメッシュは１辺が約 500ｍ。 

出典） 2015 年（平成 27 年）国勢調査地域メッシュ統計 

＜ 地域別高齢化率（メッシュ統計）＞ 
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＜ 地域別人口増減図（メッシュ統計）[2015 年-2010 年] ＞ 

 

・2010 年(平成 22 年)と比較すると、人口の多い中心市街地で 100 人以上減少している

メッシュが点在している一方で、上物部では 100 人以上増加しているメッシュがみられ

ます。 

・市域全体は増加しているメッシュと減少しているメッシュが混在していますが、減少して

いるメッシュが多くなっています。 

・高齢化率も、増加しているメッシュと減少しているメッシュが混在していますが、増加し

いているメッシュが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊） １つのメッシュは１辺が約 500ｍ。 

出典） 2010 年（平成 22 年）国勢調査地域メッシュ統計  

2015 年（平成 27 年）国勢調査地域メッシュ統計 

 

 

＜ 地域別高齢化率増減図（メッシュ統計） 

[2015 年-2010 年] ＞ 
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・町字別の人口分布をみると、市の南部は 100 人未満の町字が多く、宅地開発により人口 

が増加した宇原、大野、上物部、下内膳などで、人口が 1,000 人以上となっています。 

・高齢化率は、市の中心部の国道沿いの町字では 28％未満の比較的低い町字がみられます

が、ほとんどが 28％以上となっています。南部は 50％以上の町字で占められ、北部でも

50％以上の町字が点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典） 2015 年（平成 27 年）国勢調査 

＜ 地域別高齢化率（町字別）＞ 

＜ 地域別人口（町字別）＞ 
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＜ 地域別人口増減図（町字別）[2015 年-2010 年] ＞ 

＜ 地域別高齢化率増減図（町字別） 

[2015 年-2010 年] ＞ 

 

・2010 年(平成 22 年)と比較すると、金屋では 50 人以上人口が増加していますが、高齢

化率も増加しています。 

・人口の多い中心市街地の上加茂、物部３丁目や、南部の由良１丁目、由良４丁目で人口が

100 人以上減少しています。 

・北部ではほとんどの町字で人口が減少しています。 

・南部の千草戊は人口が増加し、千草戊、千草己では高齢化率が 15％以上増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

出典） 2010 年（平成 22 年）国勢調査 

2015 年（平成 27 年）国勢調査 
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1.2 洲本市における交通の現状 

(1) 路線バスの現状 

① 洲本市における路線バスの概要 

・洲本市では、神戸･大阪方面、徳島方面を結ぶ高速バスと以下に示す路線バス･コミュニ

ティバスにより公共交通網が形成されていますが、乗客数の減少などにより、路線バス

は 1996 年(平成８年)には山手線、2002 年(平成 14 年)には市内線、大野線、灘線の

一部、2003 年(平成 15 年)には西浦シャトル線、2009 年(平成 21 年)には西浦線、

郡家-アスパ五色線が廃止され、1989 年(平成元年)には 13 路線あったバス路線が、現

在では６路線にまで減少しています。 
 

・縦貫線 洲本～志筑 12.7 系統キロ 

 洲本～福良 20.8～23.3 系統キロ 

   ・由良線 洲本～由良 10.1～12.6 系統キロ 

   ・鮎原線 広石～志筑 17.8 系統キロ 

   ・鳥飼線 洲本～鳥飼～湊 23.5 系統キロ 

   ・都志線 洲本～都志 16.8 系統キロ 

 洲本～都志～湊 28.2 系統キロ 

   ・長田線 洲本～長田～湊 19.1 系統キロ 

・その他、2012 年(平成 24 年)４月より、路線バス上灘線の廃止に伴い、コミュニティ

バスに移行した上灘線が運行し、さらに 2019 年(令和元年)10 月より南あわじ市まで

の運行となり、上灘･沼島線と改称されました。また、2017 年(平成 29 年)4 月より、

五色地域線の運行が開始されました。 
 

 

  
 

 

 

・上灘線 洲本～由良～上灘 23.1 系統キロ 
（2019 年(令和元年)9 月まで） 

   ・上灘･沼島線 洲本～由良～上灘～土生 31.2 系統キロ 
（2019 年(令和元年)10 月より） 

   ・五色地域線 洲本～広石～都志 24.4～24.6 系統キロ 

【 コミュニティバス 】 

【 路線バス 】 
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＜ 路線バス事業の経緯 ＞ 

路　線　バ　ス 備　　考

1989 （Ｈ元）年 7月 鮎原線 志筑～鮎原～広石 補助金により維持

1996 （Ｈ８） 年 10月 山手線 洲本～中川原～志筑 廃止

2002 （Ｈ14）年 8月 1日
市内線 洲本～市営住宅前～県病前 廃止

大野線 洲本～金屋～前平 廃止 一部あったか友愛バスへ移行

灘線
洲本～由良～黒岩～土生汽船場前 廃止

洲本バスセンター～由良保育所前～来川 補助金により維持 上灘線に

2003 （Ｈ15）年 8月 31日 西浦シャトル線 郡家～湊 廃止

2003 （Ｈ15）年 9月 1日 郡家-アスパ五色線 郡家～都志～五色アスパ 補助金により運行 西浦シャトル線の代替路線

2005 （Ｈ17）年 10月 1日 鳥飼線 洲本バスセンター～鳥飼浦～湊 補助金により維持

都志線 洲本バスセンター～都志～湊 補助金により維持

2009 （Ｈ21）年 9月 30日 西浦線、郡家-アスパ五色線 郡家～都志～五色浜･五色アスパ 廃止

2009 （Ｈ21）年 10月 1日 長田線 洲本バスセンター～長田～湊 補助金により維持

2012 （Ｈ24）年 3月 31日 上灘線 洲本バスセンター～由良保育所前～来川 廃止 H24.4.1 コミュニティバス運行

2017 （Ｈ29）年 10月 1日 鮎原線 志筑～鮎原～広石
運行事業者が
淡路タクシーから
本四海峡バスに変更

2019 （Ｒ元） 年 10月 1日 縦貫線
洲本～志筑～岩屋から
洲本バスセンター～津名港ターミナルに変更  
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＜ 洲本市における路線バス・コミュニティバス乗車輸送人員の概要 ＞ 

 

＊）     乗車輸送人員は、前年の 10 月１日から当年の９月 30 日までの値。 

＊＊）   乗車輸送人員は、路線全体の乗車輸送人員であるため、洲本市外

での利用者も含まれる。 

＊＊＊） 最新の便数は、2019 年(令和元年)10 月 1 日現在の平日の便数。 

出典） 輸送人員：洲本市作成資料 
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② 路線バス乗車輸送人員の推移 

・路線バスの乗車輸送人員は、2010 年(平成 22 年)は年間約 72 万人で、その後毎年減

少し続けていましたが、2015 年(平成 27 年)は、約 59 万人で前年より約７％増加し

ています。 

・2015 年(平成 27 年)以降は、毎年減少し、2018 年(平成 30 年)は、約 51 万人でし

た。 

・路線別にみると、2010 年(平成 22 年)以降、いずれの路線も減少傾向にありましたが

縦貫線、由良線、長田線、鳥飼線は、2015 年(平成 27 年)に増加しています。これは、

2015 年(平成 27 年)に「淡路花博 2015 花みどりフェア」が島内 43 の観光施設など

で約２ヶ月間開催されたためだと考えられます。 

・2015 年(平成 27 年)以降は、縦貫線（洲本～福良）、鳥飼線で 2016 年(平成 28 年)

に増加するものの、いずれの路線も減少しています。 

 

＜ 路線バス乗車輸送人員の推移 ＞ 
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＊）     乗車輸送人員は、前年の 10 月１日から当年の９月 30 日までの値。 

＊＊）   乗車輸送人員は、路線全体の乗車輸送人員であるため、洲本市外での利用者も含まれる。 

＊＊＊） 2012 年(平成 24 年)以前は、上灘線（路線バス）の乗車輸送人員を含む。 

 

出典） 洲本市作成資料 
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③ 路線バスのバス停別乗降者数 

・バス停別乗降者数は、中心市街地の洲本バスセンターが 340 人／日で最も多く、次い

で築地町が 267 人／日で、100 人／日以上の市内のバス停は、いずれも中心市街地の

バス停となっています。 

・由良線の運行している由良や、縦貫線、鳥飼線、長田線が運行している新加茂橋、縦貫

線と長田線が運行している納が、乗降者数が 50 人／日以上で比較的多くなっています。 

 

＜ バス停別乗降者数 ＞ 

 

＊）   鮎原線を除く路線は 2018 年度（平成 30 年度）旅客乗降調査、鮎原線は 2019 年度（平成 31 年度）旅客流動調

査データから算出。 

＊＊） 高速バスは含まない。 
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・2014 年(平成 26 年)と比較すると、バス停別乗降者数は、利用の多い中心市街地の築

地町や洲本バスセンターで 50 人以上減少しています。 

・同じ路線でも増加しているバス停と減少しているバス停が混在していますが、五色町で

は減少しているバス停が多くなっています。 

 

 

＜ バス停別乗降者数の増減図：2014 年との比較 ＞ 

 

＊）     2014 年(平成 26 年)データは、2013 年度（平成 25 年度）、2014 年度（平成 26 年度）流動調査データから算出。 

＊＊）   現況データは、鮎原線を除く路線は 2018 年度（平成 30 年度）旅客乗降調査、鮎原線は 2019 年度（平成 31

年度）旅客流動調査データから算出。 

＊＊＊） 高速バスは含まない。 
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(2) コミュニティバスの現状 

① 洲本市におけるコミュニティバスの概要 

・洲本市では、路線バス上灘線の撤退に伴い、2012 年(平成 24 年)４月からコミュニテ

ィバス上灘線を運行して市民の移動を確保しています。 

・2019 年(令和元年)10 月からは、南あわじ市の沼島汽船場前まで延伸、増便し、「上灘･

沼島線」と改称して、市民だけでなく観光客にも利用しやすくなりました。 

・また 2017 年(平成 29 年)４月から、路線バスが運行していなかった五色地域を運行し、

市街地を結ぶコミュニティバス五色地域線が運行されました。 

・2019 年(平成 31 年)４月からはバス停以外でも自由に乗り降りできるフリー乗降区間

が設定され、さらに便利になっています。 
 
 

＜ コミュニティバス上灘･沼島線の概要 ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ コミュニティバス五色地域線の概要 ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

便 数 毎日１日４往復 

車 両 ワゴン車１台で運行 

料 金 100 円～1,000 円 

経 過 

2012 年(平成 24 年)４月 

路線バス上灘線の廃止に伴い 
運行開始 

2019 年(令和元年)10 月 
南あわじ市まで延伸 

便 数 毎日１日上り４本、下り５本 

車 両 ワゴン車１台で運行 

料 金 190 円～690 円 

経 過 
2017 年(平成 29 年)４月 

運行開始 

出典） 洲本市ホームページ 

【 ルート 】 

【 ルート 】 
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② コミュニティバスの乗車輸送人員の推移 

・上灘線の乗車輸送人員は、コミュニティバスへの転換後の 2013 年(平成 25 年)以降も

減少し、2018 年(平成 30 年)は年間約 1,600 人／年の利用でした。 

・五色地域線の乗車輸送人員は、2018 年(平成 30 年)で約 3,100 人／年でした。 

・バス停別乗降者数は、上灘線では洲本バスセンターを除いて、中津川バス停、相川バス

停が 450 人／年以上の利用で多くなっています。 

・五色地域線のバス停別乗降者数は、市街地のバス停を除くと、神陽台バス停が 855 人

／年の利用で最も多く、次いで五色バスセンターが 728 人／年で多くなっています。 

・フリー乗降区間となった区間の都志大日バス停、広石北公会堂バス停はいずれも 100

人／年未満で少ない利用となっています。 

 

 

 

＜ コミュニティバス乗車輸送人員の推移 ＞ 

3,239 3,185

2,546

1,215

2,469 2,407
2,174

1,868
1,654 1,569

1,507

3,054

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

上灘線 五色地域線

（人／年）

（年）

２０１２年４月より運行

２０１７年４月より運行

 

＊）   乗車輸送人員は、前年の 10 月１日から当年の９月 30 日までの値。 

＊＊） 2012 年（平成 24 年）は、コミュニティバス転換前の上灘線の
乗車輸送人員を含む。 

出典） 洲本市作成資料 

 



 

資 - 15 

＜ コミュニティバスのバス停別乗降者数 ＞ 

［ 上灘線 ］ 

 

＊）  2017 年（平成 29 年）10 月１日から 2018 年（平成 30 年）９月 30 日までの値。 

出典） 洲本市作成資料 

[ 五色地域線 ］ 
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(3) 路線バス及びコミュニティバス乗車輸送人員の推移 

・洲本市の路線バスとコミュニティバスの乗車輸送人員は、2010 年(平成 22 年)以降減少

し、2014 年(平成 26 年)には約 55 万人／年でした。 

・2015 年(平成 27 年)に増加するものの、2015 年(平成 27 年)以降は減少し、2018 年

(平成 30 年)は約 52 万人／年の利用でした。 

 

 

＜ 路線バス･コミュニティバスの乗車輸送人員の推移 ＞ 

3 3 2 2 2 2 2 3 5

722
658 632 585 548 586 581 542 513

725
661 635

588
551

588 583
545

517

0

250

500

750

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

（千人／年）

（年）

路線バス乗車輸送人員 コミュニティバス乗車輸送人員
 

出典） 洲本市作成資料 
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(4) 公共交通によるカバー状況 

・各バス停を中心に半径 500mを徒歩圏（公共交通勢圏）と設定すると、洲本市民の 52％

を公共交通でカバー出来ていますが、まだ 48％の人が公共交通の全くない公共交通空白

地域に居住しています。 

 

＜ 公共交通勢圏図 ＞ 

 

＊） １つのメッシュは１辺が約 500ｍ。 

出典） 2015 年（平成 27 年）国勢調査地域メッシュ統計 

［公共交通勢圏の定義］ 

2011年度(平成23年度)の国土交通省の調査では、

公共交通空白地域のひとつの定義として、「バス停から

500m、鉄道駅から１km」が設定されています。 

500ｍは、ゆっくり歩いて約 10 分の距離であり、

2014 年(平成 26 年)に実施した市民アンケート調査

結果で 500m 以上歩ける人が９割を越えていること

から、洲本市における公共交通勢圏の定義をバス停か

ら半径 500m と定義しました。 

＜歩ける距離＞ 

（市民アンケート調査結果より） 

１km以上 87％

500m以上 ５％

３00m未満 ３％

300m以上 １％

ほとんど歩けない ４％

500m以上

歩ける人

92％

20,537人

48%
22,009人

52%

公共交通

サービス人口

公共交通

空白人口

【人口構成】 
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(5) 移動に対する支援施策 

・交通手段を持たない高齢者の移動手段を確保するためにタクシー利用券が配付されていま

したが、2016 年度(平成 28 年度)から、タクシーだけでなく路線バスやコミュニティバ

スも利用できる助成券の配付に変更しました。 

・そのため、さらに公共交通を利用しやすくなったことから、2018 年度(平成 30 年度)の

助成券の利用金額は年間約 600 万円で、2006 年度(平成 18 年度)の利用金額の約４倍

に増加しています。 

・障害者の移動手段を確保するための施策も、タクシー利用券の配付から、路線バスやコミ

ュニティバスも利用できる助成券の配付に変更しています。 

・障害者への支援状況はここ２～３年は横ばいですが、2006 年度(平成 18 年度)と比較す

ると約２倍に増加しています。 

 

＜ 高齢者及び障害者の移動に対する施策 ＞ 

 
○ 高齢者移動手段確保助成券 

・交通機関等の利用が特に困難で移動手段を持たない高齢者に対し、日常生活における移

動手段を確保することにより、交通利便の向上を図る。 

・満 75 歳以上のひとり暮らしで、交通手段がなく市民税非課税で基準収入金額が 120

万円以下の人が対象。 

・タクシー会社、路線バス、コミュニティバスを利用できる助成券を配付。 

・助成券は年間 500 円券 24 枚、200 円券８枚を配付（配付枚数は申請月に応じる）。 
 

○ 障害者移動手段確保助成券 

・交通機関の利用が特に困難で交通手段を持たない障害のある方に対し、日常生活におけ

る移動手段を確保するために要する経費の一部を助成することにより、交通利便の向上

を図る。 

・次のいずれかに該当し、 

１．１級又は２級の記載のある身体障害者手帳の交付を受けた方 

２．障害の程度がＡの記載のある療育手帳の交付を受けた方 

３．１級の記載のある精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方 

かつ次のすべてに該当する方 

ア．社会福祉施設、介護保険施設、病院に入所･入院しておらず在宅で生活されてい
る方 

イ．当該年度分（４月から６月までの間に申請する場合にあっては、前年度分）の
市民税または所得税が課税されていない方 

ウ．自動車税又は軽自動車税の減免を受けていない方 

・タクシー会社、路線バス、コミュニティバスを利用できる助成券を配付。 

・助成券は年間 500 円券 48 枚、200 円券 60 枚を配付（配付枚数は申請月に応じる）。 
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＜ 高齢者障害者移動手段確保事業の支援状況 ＞ 

1,559 
1,923 

2,209 
2,493 

3,188 
3,390 

3,749 3,945 
4,362 4,425 

4,909 
5,242 

5,617 
263 

341 
422 

5,172 
5,583 

6,039 

1,670 1,556 1,435 1,448 1,619 1,753 1,509 1,516 1,887 2,035 
2,813 2,807 2,730 

197 206 178 

3,010 3,013 2,908 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

（千円）

（年度）

高齢者：タクシー利用金額 高齢者：バス利用金額 障害者：タクシー利用金額 障害者：バス利用金額
 

出典） 洲本市作成資料 

 

・妊産婦の外出や、乳児を連れて外出する際の、タクシー利用の補助が 2016 年度(平成 28

年度)に開始され、子育て中でも外出しやすくなりました。 

・2018 年度(平成 30 年度)の助成金額は、年間約 68 万円となっています。 
 

 
＜ 子育て中の移動に対する施策 ＞ 

 
 

○ 子育て応援タクシー利用料金助成事業 

・妊娠期から子どもが１歳になるまでの期間を通して、タクシーにより外出する際の交通

費の一部を助成し、妊娠中や乳児を連れての移動の利便向上を図る。 

・母子健康手帳の交付を受けた妊婦、保護者（１歳未満の乳児と同居し、監護している母(ま

たは父等)）が対象。 

・胎児または乳児１人につき、助成券（なのはチケット）を１冊交付。 

・助成券は、４か月児健診用、10 か月児健診用、フリーの３種類。フリーは、医療機関

受診や普段の外出など、用途を指定せず利用可。 

 
＜ 子育て応援タクシー利用料金助成事業の支援状況 ＞ 

371

840

675

183

395

324

0

100

200
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400
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0

200

400
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800

1,000

2016 2017 2018

支援金額（左軸） 助成券枚数（右軸）

（枚）

（年度）

（千円）

 

出典） 洲本市作成資料 
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(6) 市民の移動に対する行政支援額 

・洲本市の一般タクシーによる運送を除く公共交通の延べ利用者数は年間約 29 万人であり、

その大半を路線バスが占めています。 

・移動関連事業への支援額は増加傾向にあり、2018 年度(平成 30 年度)では、年間約 7,100

万円の支援を実施しています。これは洲本市の人口１人当たりでみると、約1,600 円／年

度の支援になります。 

 

＜ 公共交通延べ利用者数 ＞ 

都志線

16

鳥飼線

15

長田線

13

鮎原線

4

縦貫線 154 由良線 70

コミュニティバス

上灘線

2

コミュニティバス

五色地域

3

タクシー券配布

高齢者 10

タクシー券配布

障害者 4

タクシー券配付

子育て応援

0.3 

0 50 100 150 200 250 300

延べ

利用者数

（千人／年）

２９１千人／年

バス利用者数 ２７７千人／年

 
＊）     路線バス、コミュニティバスの利用者数は、2017 年（平成 29 年）10 月１日～2018 年（平成 30 年）９月 30

日の利用者数。 

＊＊）   路線バスの利用者数は、各路線のバス停別乗降客数データから、洲本市内のバス停利用者数と洲本

市外のバス停利用者数の比を求め、その比を各路線の年間利用者数に乗じて求めた。 

＊＊＊） タクシー券利用者数は、2018 年（平成 30 年）４月～2019 年（平成 31 年）３月の 500 円券利用枚数のみ

計上。 

出典） 洲本市作成資料 

 

＜ 移動関連事業への支援額の推移 ＞ 
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路線バスへの支援 コミュニティバスへの支援 高齢者支援 障害者支援 子育て支援
 

＊）   路線バス、コミュニティバスの支援額は、前年の 10 月１日～当年の９月 30 日までの県･市の合計額。 

＊＊） タクシー券配布の支援額は、各年度の値。 

出典） 洲本市作成資料 
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(7) 道路交通の現状 

① 自動車運転免許保有者数及び自動車保有台数の推移 

・洲本市の自動車運転免許保有者数は、2006年 (平成18年)の3 万 2,600 人をピーク

に減少しています。 

・自動車保有台数は、2006 年度(平成 18 年度)まで増加傾向にありましたが、約４万台

をピークに減少に転じています。 
 

＜ 自動車運転免許保有者数及び自動車保有台数の推移 ＞ 

378 374 382 387 388 390 395 396 396 391 383 381 
363 

381 380 380 380 376 374 373
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2018

自動車保有台数運転免許保有者数
 

＊）   自動車保有台数は、 
登録自動車数＋軽自動車＋小型特殊自動車－軽二輪自動車(125cc 超 250cc 以下)  

＊＊） 自動車運転免許保有者数は洲本警察署の値であるが、2006 年（平成 18 年）に、旧五色町が津
名西警察署から洲本警察署に移管されたため、2005 年（平成 17 年）の値とは接続していない。 

出典） 交通年鑑 
兵庫県市区町別主要統計指標 

 

・自動車運転免許保有者数と自動車保有台数の伸び率は、2007 年(平成 19 年)を 1.0 と

すると、兵庫県全体ではいずれも増加していますが、洲本市では減少し、2018 年(平成

30 年)で 2007 年(平成 19 年)より運転免許保有者数は７％、自動車保有台数は６％減

少しています。 
 

＜ 自動車運転免許保有者数及び自動車保有台数の推移 ＞ 
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運転免許保有者数（洲本市） 自動車保有台数（洲本市） 運転免許保有者数（兵庫県） 自動車保有台数（兵庫県）
 

＊）   2007 年（平成 19 年）を 1.0 とした値。 

＊）   自動車保有台数は、登録自動車数＋軽自動車＋小型特殊自動車－軽二輪自動車(125cc 超 250cc 以下)  

出典） 交通年鑑 
兵庫県市区町別主要統計指標 
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② 交通事故の状況 

・洲本警察署管内の交通事故件数は、2010年(平成 22 年)をピークに減少し、2017 年(平

成 29 年)は 2010 年(平成 22 年)の約１／２の 180 件／年にまで減少しています。 

・交通事故件数は減少していますが、高齢者が第１当事者となる交通事故の割合は、減少

する年もあるものの年々増加し、2017 年(平成 29 年)には 28％を占めるまでになっ

ています。 
 

＜ 高齢者が第１当事者となる交通事故件数の推移（洲本警察署管内）＞ 
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＊） 2006 年（平成 18 年）に、旧五色町が津名西警察署から洲本警察署に移管されたため、

2005 年（平成 17 年）の値とは接続していない。 

出典） 交通年鑑 

 

③ 免許証自主返納制度利用者数 

・洲本市の免許証自主返納制度利用者数は、2018 年(平成 30 年)は減少しているものの

増加傾向にあり、2018 年(平成 30 年)は 2009 年(平成 21 年)の 3.7 倍の人が免許証

自主返納制度を利用しています。 

・2018 年(平成 30 年)の 2009 年(平成 21 年)に対する伸び率は、兵庫県全体では 6.6

倍で、兵庫県全体と比較すると洲本市の伸び率は低くなっています。 
 

＜ 洲本市における免許証自主返納制度利用者数の推移 ＞ 
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＊） 伸び率は 2009 年（平成 11 年）に対する伸び率。 

出典） 兵庫県警察本部 
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④ 自動車交通量の推移 

・洲本市の自動車発生集中交通量は、1980 年(昭和 55 年)以降増加し続け、2005 年(平

成17 年)には1980 年(昭和 55 年)の約 1.5 倍まで増加しました。特に1985 年(昭和

60年)から1990年(平成２年)にかけて約 1.3 倍と大きく増加しています。 

・2005 年(平成 17 年)以降、減少に転じ、2030 年(令和 12 年)には、2015 年(平成

27 年)よりやや減少すると予想されています。 
 

＜ 洲本市における自動車発生集中交通量の推移 ＞ 

112 116 

152 155 
165 168 
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141 135
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50 
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（千トリップエンド）

（年）
 

＊） トリップエンドとは、ある地点からある地点へ移動する単位を「トリップ」といい、１つ
のトリップの出発地と到着地をそれぞれ「トリップエンド」という。 

出典） 2015 年（平成 27 年）以前：道路交通センサス 
2030 年（令和 12 年）：2010 年（平成 22 年）ベース将来推計 
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(8) 観光入込客数の推移 

・洲本市の観光入込客数は増加傾向にあり、2017 年度(平成 29 年度)は、2010 年度(平成

22 年度)の約 1.2 倍に増加しています。 

・淡路地域全体としては、2014 年度(平成 26 年度）４月からの明石海峡大橋の通行料金

の値下げなどにより、2014 年度(平成 26 年度)は前年の約 1.3 倍に増加しています。 

・洲本市の観光客は日帰り客よりも宿泊客が多く、日帰り客は淡路地域全体の１割に満たな

い割合ですが、宿泊客は淡路地域全体の約５割が洲本市の宿泊客となっています。 

 

＜ 観光入込客数の推移 ＞ 
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伸び率：洲本市（右軸） 伸び率：淡路地域（右軸） 伸び率：兵庫県計（右軸）  

＊） 伸び率は 2010 年度（平成 12 年度）に対する伸び率。 
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出典） 兵庫県観光客動態調査報告書 
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1.3 洲本市における移動状況 

(1) 洲本市における人の動きの概要 

 

・洲本市における人の動きは、パーソントリップ調査結果から把握します。 

・パーソントリップ調査とは、「いつ」「どこから」「どこまで」「どのような人が」「どのよ

うな目的で」「どのような交通手段を利用して」動いたのかを調査し、人の 1 日のすべ

ての動きをとらえるものです。 

・パーソントリップ調査結果を分析することにより、地域全体の交通量を定量的に把握で

きるだけでなく、乗り換えを含めた交通手段の分担などの検討が可能になります。 

・これまで 1970 年(昭和 45 年)の第 1 回以降、10 年ごとに京阪神都市圏において調査

が実施されていますが、洲本市は 2000 年(平成 12 年)の第 4 回調査から調査圏域とな

っています。 

・人のある地点からある地点までの移動を「トリップ」といい、トリップは、移動の目的

ごとに１トリップと数え、ひとつの目的での移動であれば、交通手段をいくつ乗り換え

ても１トリップと数えますが、本資料では、分かりやすいように１トリップを１人とし

て表記しています。 

 

［人の移動の例］ 

 

 

・パーソントリップ調査では、外出した人数の全人口に対する割合を「外出率」といい、

また、移動の際に利用する交通手段は、１つのトリップの中でいくつかの交通手段を利

用している場合、そのトリップの中で利用した主な交通手段を代表交通手段として整理

しています。 

 

［代表交通手段］ 

 
 

出典） 「近畿圏パーソントリップ調査ガイドブック」京阪神都市圏交通計画協議会 

京阪神都市圏交通計画協議会 ホームページ 
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① 外出率 

・洲本市民の外出率は 2010 年(平成 22 年)では 77％となっています。 

・年齢階層別にみると、５～14 歳は 99％、15～64 歳は 83％と高い外出率であるのに

対して、65 歳以上では就業者の割合が少ないことや外出困難な人の割合が多いことか

ら、56％と低くなっています。 

・2000 年(平成 12 年)と 2010 年(平成 22 年)を比較すると、5～14 歳では変化がみ

られませんが、人口の多い団塊の世代（60～64 歳）が退職を迎えたことなどにより

15～64 歳で４％減少しており、一方で元気で活発に行動する高齢者が増加したことに

より 65 歳以上で４％増加しています。 
 

＜ 年齢階層別外出率の推移 ＞ 
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全体 5～14歳 15～64歳 65歳以上

2000年 2010年  
出典） 近畿圏パーソントリップ調査                      

 

② 年齢別移動量 

・2000 年(平成 12 年)から 2010 年(平成 22 年)の洲本市関連の移動量を年齢階層別に

みると、人口減少により総量や５～14 歳、15～64 歳の移動量は減少していますが、

65 歳以上の移動量は、約２万５千人／日から約２万９千人／日と１割以上増加してお

り、ここでも元気で活発に移動する高齢者が増加していることがわかります。 
 

＜ 年齢階層別移動量の推移 ＞ 
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＊） ２000 年（平成 12 年）近畿圏パーソントリップ調査圏域内の居住者による

洲本市関連の移動量を集計。 

出典） 近畿圏パーソントリップ調査                             
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③ 利用交通手段 

・洲本市の利用交通手段の割合は、自動車利用が 72％で圧倒的に高い割合になってい

ます。 

・2000 年(平成 12 年)から 2010 年(平成 22 年)の利用交通手段の推移をみると、自動

車利用割合が大きく増加しており、自転車利用、徒歩が減少しています。また、全体に

占めるバス利用は少なく、2000 年(平成 12 年)から 2010 年(平成 22 年)にかけて、

割合、移動量ともに約４割に減少しています。 

・年齢階層別に利用交通手段をみると、５～14 歳は徒歩の割合が高く、15～64 歳、65

歳以上では自動車利用の割合が高くなっています。 

・５～14 歳では、2000 年(平成 12 年)から 2010 年(平成 22 年)にかけて自転車利用、

バス利用が減少し、自動車・徒歩利用割合が増加しています。 

・15～64 歳では、自動車利用割合だけが増加しています。 

・65 歳以上では、自動車利用割合だけでなく自動車利用量も大幅に増加しており、10 年

前と比較して約 1.7 倍に増加しています。 

 

 
＊） 2000 年（平成 12 年）近畿圏パーソントリップ調査圏域内の居住者による洲本市関連の移動量を集計。 

出典） 近畿圏パーソントリップ調査                 
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＜ 年齢階層別代表交通手段分担率の推移 ＞ 
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(2) 市民アンケート調査結果からみる移動状況 

① アンケート調査実施概要 

・洲本市民の日常の移動状況を把握するため、18 歳以上の 800 世帯を対象に、郵送によ

る配布、回収によりアンケート調査を実施しました。 

 

＜ 市民アンケート調査概要 ＞ 

調査目的 洲本市民の日常の移動状況を把握するため 

調査方法 郵送による調査票の配布･回収 

調査対象者 2019 年(令和元年)７月１日現在の住民基本台帳から抽出した 

18 歳以上の 800 世帯 

１世帯３枚の調査票を配布 

配布日 2019 年(令和元年) ８月上旬 

回収期限 2019 年(令和元年) ８月 31 日（土） 

配布回収状況 
 

 世帯単位 個人単位 

配布数 800 世帯 －   

回収数 291 世帯 584 人 

回収率 36.4 ％ －   
 

 
＜ アンケート調査票 ＞ 
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② 移動交通手段 

・市民の交通手段は、いずれの目的でも“自家用車（自分で運転）”が最も高い割合にな

っています。 

・“自家用車（家族等の送迎）”に着目すると、「通院」「その他の施設」への移動、「買

い物」目的において利用の割合が高くなっています。 

・“路線バス”は、いずれの目的でも利用は少ないものの、「通院」目的や「その他の施

設」への移動手段として多く利用されています。 

・“タクシー”“路線バス”“高速バス”“コミュニティバス”の公共交通利用は、目的

全体では 6.2％で、目的別にみると“その他の施設”への移動が 8.6％で最も多く、次

いで「通院」目的が 7.2％で多くなっています。 

・「通勤･通学」目的では“高速バス”利用が４％で多く、「その他施設」への移動では“タ

クシー”と“高速バス”利用が３％で多くなっています。 
 

 

＜ 目的別交通手段 ＞ 

自家用車（自分で運転) 自家用車(家族等の送迎) 自動二輪･原付バイク 自転車 徒歩 タクシー 路線バス 高速バス コミュニティバス その他
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＊）   代表交通手段で集計。 

＊＊） グラフの％は無回答を除く割合。 
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③ 路線バスの利用頻度 

・路線バスの利用頻度は、“ほとんど利用しない（月に１日未満）”が 85％となってお

り、利用する人では“月に１日程度”が６％で最も多くなっています。 

 

＜ 路線バスの利用頻度 ＞ 
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＊） グラフの％は無回答を除く割合。 

 

 

・路線バスを利用しない理由は、“車などほかの手段の方が便利だから”が 84％で最も

多く、次いで“運賃が高いから”が 30％、“行きたい場所までのバスがないから”が

29％で多くなっています。 

 

 

＜ 路線バスを利用しない理由 ＞ 
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路線バスを“月に１日程度”、“月に１日未満”利用する人 ： 427 票 

路線バスを利用しない理由の回答者数 ： 417 票 

回答率 ： 98 ％ 

＊） 複数回答であるため％の和は 100％にならない。 
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④ 移動時の問題点 

・移動するときの問題点は、目的全体では 40％で、「通院」目的が 46％で他の目的より

高い割合になっています。 

・年代別にみると、10 歳代、80 歳以上で、移動するときに問題を抱えている人が 62％

で多くなっています。 

 

＜ 移動するときの問題の有無 ＞ 
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＊） グラフの％は無回答を除く割合。 

 
＜ 年代別にみた移動するときの問題の有無 ＞ 
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＊）   目的合計による集計結果。 

＊＊） グラフの％は無回答を除く割合。 
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・移動するときの問題点は、いずれの移動目的でも“送迎してもらうのが何かと大変（気

を遣うなど）”を回答している人が最も多く、特に「通院」「役所･金融機関」への移動目

的では約５割で多くなっています。 

・次いで、「買い物」「通勤･通学」目的では“利用できるバスがない”、「通院」「役所･金融

機関」への移動では“バスはあるが利用しにくい”、「その他の施設」への移動目的では

“移動にお金がかかる”が多くなっています。 
 

＜ 移動するときの問題点 ＞ 
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「買い物」目的で移動に問題がある人 ： 159 票  「通勤･通学」目的で移動に問題がある人 ： 94 票 

具体的な問題点回答者数 ： 159 票  具体的な問題点回答者数 ： 94 票 

回答率 ： 100 ％  回答率 ： 100 ％ 

 
（通院）               （役所･金融機関） 
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「通院」目的で移動に問題がある人 ： 121 票  「役所･金融機関」目的で移動に問題がある人 ： 99 票 

具体的な問題点回答者数 ： 121 票  具体的な問題点回答者数 ： 99 票 

回答率 ： 100 ％  回答率 ： 100 ％ 

 
（その他の施設）               （目的計） 
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「その他の施設」目的で移動に問題がある人 ： 87 票  「目的計」で移動に問題がある人 ： 560 票 

具体的な問題点回答者数 ： 87 票  具体的な問題点回答者数 ： 560 票 

回答率 ： 100 ％  回答率 ： 100 ％ 

＊） 複数回答であるため％の和は 100％とならない。 
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⑤ 市民（18歳以上）の総流動 

・アンケート調査結果の居住地と外出先を直線で結んだ結果が以下の図ですが、各地区か

ら洲本中心市街地への移動が多くなっています。また、南あわじ市や淡路市への移動も

多くなっています。 
 

 

【「地域公共交通網形成計画に関するアンケート調査」結果より算出 】 
・調 査 方 法：郵送による調査票の配付･回収 
・調査対象者：2017 年（平成 29 年）９月 11 日時点の住民基本台帳から抽出した 4,162 世帯（洲本市） 

・調 査 時 期：配布日 2017 年（平成 29 年）９月 回収期限 2017 年（平成 29 年）10 月 10 日（火） 
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⑥ 今後の路線バスへの支援への意向 

・今後の路線バスへの支援について、“無回答”及び“わからない”を除くと、市民の 22％

の人はバスに対しての“支援を縮小すべき”という意向ですが、それを大きく上回る

64％の人が“今後もバスの支援を継続すべき”と回答しています。 

・また 64％の内、“現在の運行より多くバスが運行できるよう市はより一層支援すべき”

と回答した人も 21％となっています。 
 

 

＜ 路線バスへの支援への意向 ＞ 

より一層支援
21％

引き続き支援
43％

その他
14％

支援を縮小
22％

 

 

 
より一層支援 ： 現在の運行より、多く運行できるよう市はより一層支援する。 

引き続き支援 ： 現在の運行が維持できるよう、引き続き市は支援する。 

支援を縮小 ： 場合によっては路線バスの廃止はやむを得ないので、市は支援を縮小する。 

その他 ： その他 

＊） グラフの％は“わからない”312 票、無回答 150 票 を除く割合。 

 

 

 

回答総数 ： 1,434 票 

回答数（“わからない”を除く） ： 972 票 

回答率（“わからない”を除く） ： 68 ％ 

【「2014 年度（平成 26 年度）実施市民アンケート調査」結果より集計 】 
・調 査 方 法：郵送による調査票の配付･回収 
・調査対象者：2014 年（平成 26 年）９月１日現在の住民基本台帳から抽出した 18 歳以上の 2,000 世帯 

・調 査 時 期：配布日 2014 年（平成 26 年）９月 30 日（火） 回収期限 2014 年（平成 26 年）10 月 14 日（火） 

今後もバスの支援を 
継続すべき 
６４％ 
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(3) 高校生アンケート調査結果からみる移動状況 

① アンケート調査実施概要 

・高校生の通学時の移動状況を把握するため、洲本市内３校（洲本高校･洲本実業高校･柳

学園）の全生徒と、津名高校･淡路高校･淡路三原高校に通学する洲本市在住の生徒を対

象に、各校のご協力をいただいて調査票を配布･回収し、アンケート調査を実施しました。 
 

＜ 高校生アンケート調査概要 ＞ 

調査目的 洲本市内における高校生の通学時の移動状況を把握するため 

調査方法 学校により調査票の配布･回収 

調査対象者 市内３校（洲本高校･洲本実業高校･柳学園）の全生徒 
洲本市在住の津名高校、淡路高校、淡路三原高校に通学する生徒 

配布日 2014 年（平成 26 年）10 月初旬から中旬 

回収期限 2014 年（平成 26 年）10 月 24 日（金） 

回答者数 
 

 回答者数 

洲本高校 701 

洲本実業高校 538 

柳学園 282 

津名高校 109 

淡路高校 38 

淡路三原高校 25 

計 1,693 
 

 
＜ アンケート調査票 ＞ 
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② 通学交通手段 

・高校生の通学交通手段は、「登校時」、「下校時」は“自転車”が最も多く、次いで“路

線バス”、“自家用車（送迎）”が多くなっています。 

・「登校時」と「下校時」の交通手段の違いから、「登校時」は自家用車で送迎してもら

い、「下校時」は路線バスで帰宅する学生が５％いると想定されます。 

・「雨の日」の通学手段としては、“自転車”が大幅に減少し、“自家用車（送迎）”が

増加しており、“自家用車（送迎）”が約半数を占めています。 
 

 

＜ 通学交通手段 ＞ 

                        

回答率

1,676

1,677

回答総数

回答総数

回答率

回答総数 回答数

100%

1,680

回答数

100%

1,680 1,670 99%

回答数 回答率

1,680

路線バス

23%

28%

23%

自転車

54%

53%

24%

自家用車(送迎)

19%

15%

48%

徒歩

4%

4%

5%

その他 0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登校時

下校時

雨の日

 

＊） グラフの％は無回答を除く割合。 

 

③ 自家用車での送迎者 

・「自家用車での送迎者」は、“母親”が 903 票で最も多く、次いで“父親”が 397 票

で多くなっています。 
 

＜ 自家用車での送迎者 ＞ 
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「登校時」、「下校時」、「雨の日」のいずれかで 
“自家用車（家族等の送迎）”と回答した人 

： 1,166 票 

自家用車での送迎者の回答数 ： 1,150 票 

回答率 ： 99 ％ 

＊） ２種類までの複数回答。 
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④ 登下校時間 

・下校時間は 16 時から 19 時台が多くなっています 

・路線バス利用者は、20 時前では 17 時台を除いて全体の３割以下でしたが、バスが比

較的運行していないにも係わらず、遅い時間帯の 20 時台では、路線バス利用者が約４

割を占めています。 

 

＜ 登校時間 ＞ 
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回答総数 ： 1,680 票 

回答数 ： 1,658 票 

回答率 ： 99 ％ 

 

＜ 下校時間 ＞ 
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回答総数 ： 1,680 票 

回答数 ： 1,636 票 

回答率 ： 97 ％ 

 

 

＊） 無回答を除く。 
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⑤ 高校生の通学流動 

・高校生アンケート調査結果の居住地と高校を直線で結んだ結果が以下の図ですが、洲本

市民は市内の高校に 84％通学しており、近隣市の高校に 16％通学しています。また、

近隣市から市内の高校へも多数通学しており、市域を跨ぐ通学流動も多くなっています。 

 

 

洲本市民
（うち
 住所不明）

洲本市民
以外

自宅住所
不明

合計

 洲本市  洲本高校 443 （43.2 %） 73 204 48 695

 洲本実業 292 （28.5 %） 43 166 79 537

 柳学園 128 （12.5 %） 24 128 21 277

 市内高校 計 863 （84.2 %） 140 498 148 1,509

 淡路市  津名高校 103 （10.0 %） 29 － 6 109

 淡路高校 36 （3.5 %） 6 － 2 38

 南あわじ市  淡路三原高校 23 （2.2 %） 0 － 1 24

 近隣市高校 計 162 （15.8 %） 35 0 9 171

 合　　計 1,025 （100.0 %） 175 498 157 1,680
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(4) 路線バス利用者アンケート調査結果からみるバス利用状況 

① アンケート調査実施概要 

・路線バス及びコミュニティバスの利用状況を把握するため、2014 年(平成 26 年)10

月 20 日･21 日の２日間において、主要バス停８箇所（洲本バスセンター･築地町･納･

七曲り･天神･五色バスセンター･札の辻･由良支所前）及び上灘線においてアンケート調

査を実施しました。 

・主要バス停においては、調査員が、バスを待っている人や、バスから降車してきた人に

調査票を配布し、上灘線では、乗務員が乗客に調査票を手渡しました。 

・回収は郵送により行いました。 

 

＜ 路線バス利用者アンケート調査概要 ＞ 

調査目的 路線バス及びコミュニティバスの利用状況を把握するため 

調査方法 調査員が主要バス停８箇所（洲本バスセンター･築地町･納･七曲り･天神･五色バ

スセンター･札の辻･由良支所前）において、バス停でバスを待っている人や、

バスから降車してきた人に調査票を配布し、上灘線では、乗務員が乗客に調査

票を配布し、いずれも郵送で回収 

調査対象者 路線バス及びコミュニティバス利用者 

配布日 2014 年（平成 26 年）10 月 20 日（月）･21 日（火） 

回収期限 2014 年（平成 26 年）11 月  4 日（火） 

回答者数 144 名 
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＜ アンケート調査票 ＞ 
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② 路線バス利用者の個人属性 

・路線バス利用者の個人属性を市民アンケート調査結果と比較すると、路線バス利用者は、

“女性”、“70 歳代以上”、“無職”の人が多くなっています。 

・また、“運転免許証を持っていない人”や、“自動車の運転ができない”、または“運

転できるが不安である”人が路線バスを利用している傾向があり、路線バスは自家用車

を利用しづらい人の交通手段として利用されています。 
 

 

＊） グラフの％は無回答を除く割合。 

＜ 路線バス利用者と市民アンケート調査での個人属性 ＞ 

回答総数 回答数 回答率

144 136 94%

回答総数 回答数 回答率

1,434 1,424 99%

男性

31%

43%

女性

69%

57%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス
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市 民

アンケート

（性別） 

回答総数 回答数 回答率

144 142 99%

回答総数 回答数 回答率

1,434 1,430 100%

10歳代 0%

1%

20歳代 1%

6%

30歳代

9%

11%

40歳代

6%

12%

50歳代
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16%

60歳代

23%

29%
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29%

15%

80歳以上

24%

10%
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路線バス
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市 民

アンケート

（年齢） 

回答総数 回答数 回答率

144 139 97%

回答総数 回答数 回答率

1,434 1,423 99%

自動車免許を
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20%
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（運転免許の有無） 

（自動車の運転について） 

回答総数 回答数 回答率

1,434 1,388 97%

回答総数 回答数 回答率

144 121 84%
問題なく運転できる

19%

73%

運転できるが

不安である

11%

9%

運転できない

70%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス
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市 民

アンケート

回答総数 回答数 回答率

144 137 95%

回答総数 回答数 回答率

1,434 1,406 98%
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（職業） 



 

資 - 42 

③ 利用目的 

・路線バス利用の目的は、“通院”が 39％で最も多く、次いで“通勤”、“買い物”が

22％で多くなっています。 
 

＜ 路線バス利用での目的 ＞ 

回答総数 回答数 回答率

144 139 97%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

目的 通勤 22%
通学

1%

買い物

22%
娯楽

(食事や遊びなど)

4%

通院 39%
業務

(営業、打合せなど)

1%

その他

11%

 

＊） グラフの％は無回答を除く割合。 

 

④ 路線バス利用時の問題点 

・路線バス利用時に“問題がある”と回答した人は 88%を占めており、その内容として

は、“運行本数が少ない”が 78％で最も多く、次いで“運賃が高い”、“乗りたい時

にバスがない”が 41％で多くなっています。 
 

＜ 路線バス利用時の問題点の有無 ＞ 

回答数 回答率

144 139 97%

回答総数問題あり

88%

特に問題は

ない

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス利用で

困る点の

有無

 
＊） グラフの％は無回答を除く割合。 

 

＜ 路線バス利用時の問題点 ＞ 
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特に問題はない ： 16 票 

問題がある ： 123 票 

無回答 ： 5 票 

回答総数 ： 144 票 

回答率 ： 97 ％ 

＊）  複数回答であるため％の和は 100％とならない。 



 

 

資
料

 -43 

1.4 洲本市の交通を取り巻く現状のまとめ 

・洲本市の交通を取り巻く現状は、統計データやアンケート調査結果などから整理すると、以下のように整理できます。 
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２．上位計画における都市づくりの目標 

 

2.1 新洲本市総合計画の概要 

新洲本市総合計画では、「将来都市像」、「基本目標」を以下のとおり示しています。 

 

【将来都市像】 豊かな自然とやさしさあふれる 暮らし共創都市･洲本 

【計画期間】 
2018 年度(平成 30 年度)～2027 年度(令和 9 年度)までの 

10 年間 

【３つの基本目標】 基本目標１ 

安全で安心して暮らせる強くしなやかなまちづくり 

基本目標２ 

思いやりと支え合いを大切にするこころ豊かなひとづくり 

基本目標３ 

活力を生む産業を育み、元気で健やかに暮らせるまちづくり 

 

 

2.2 洲本市都市計画マスタープランによる将来都市構造 

洲本市都市計画マスタープランでは、洲本市総合基本計画を受けて、「都市づくりの基本理念」、

「都市づくりの目標」、「将来都市構造図」を以下のとおり示しています。 

 

【都市づくりの基本理念】 

 

健康で交流が進み 住み継がれる淡路の中心都市 

～ み ん な で つ く る 安 心 の ま ち ～ 

【目標年次】 2017 年度(平成 29 年度) 

【都市づくりの目標】 

 

１．淡路の商業･観光･交流中核となる都市づくり 

２．人にやさしい都市づくり 

３．豊かな自然と共生する都市づくり 

４．安全で快適に暮らせる都市づくり 

５．地域文化や歴史的資源を守り育む都市づくり 

６．市民参画と協働による都市づくり 
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【将来都市構造図】 

将来都市構造としては、中心市街地拠点、地域交流拠点、海辺の交流拠点及び市外とを 

広域連携軸、都市連携軸及び地域交流軸により形成することをめざしています。 
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2.3 淡路島地域公共交通網形成計画における 
地域公共交通ネットワークの将来像の考え方 

淡路島地域公共交通網形成計画では、地域公共交通ネットワークのめざすべき将来像の構築

に向けた「基本方針」、「将来像の考え方」を以下のとおり示しています。 

 

【基本方針】 

 

誰も（住民、来訪者）が分かりやすく、使いやすい公共交通の実現 

～クルマがなくても、生活･周遊できるネットワークの実現～ 

【目標年次】 2027 年度(令和 9 年度) 

【課題解決に向けた施策】 

 

１．取組を推進していくための体制づくり 

２．高速バスの維持･充実 

３．地域内バスネットワークの再編 

４．観光地への公共交通の利用促進 

５．公共交通の利用促進 

 

【地域公共交通ネットワークの将来像の考え方】 
 

  

広域拠点 

地域拠点 
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３．計画の方向性 

・洲本市の交通を取り巻く現状と課題、上位計画における都市づくりの目標を踏まえて、洲本市の今後の地域公共交通整備の方向性を以下に整理しました。 
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４．今後の公共交通網の設定 

 

4.1 今後の公共交通網設定の基本的考え方 

洲本市の今後の公共交通網は、国土交通省による地域公共交通の確保･維持･利用環境の向上な

どの取組への支援の考え方、利用形態による運行イメージを踏まえて、市民のみなさんが移動す

る際にどのような交通手段を利用しているかなどの移動状況からバス交通の需要分析を実施し、

上位計画である洲本市都市計画マスタープランの「将来都市構造図」を受けて、設定しています。 

なお、今後の公共交通網では、バスでの移動が多いと考えられる拠点間や地域間の移動をバス

軸と設定し、バス軸及び地域とバス軸を結ぶ地域内交通の整備方針を検討しています。 

 

＜ 今後の公共交通網の設定方法 ＞ 

 

洲本市における移動状況 

 

バ ス 交 通 の 需 要 分 析 
（４.2） 

今 後 の 公 共 交 通 網 
（４.3） 

＜公共交通網整備方針の基本的な考え方＞ 

・国土交通省における地域公共交通の確保･維持･利用

環境の向上などの取組への支援の考え方 

・利用状況に応じた公共交通の運行イメージ 

洲本市都市計画マスタープラン 

「将来都市構造図」 

淡路島地域公共交通網形成計画 

「地域公共交通ネットワークの 

将来像の考え方」 
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① 国土交通省における地域公共交通の確保･維持･利用環境の向上などの取組への 

支援の考え方 

地域特性や実情に応じた地域最適な生活交通ネットワークを確保･維持するため、地域間交

通ネットワークを形成する地域間幹線系統、幹線バスなどの地域間交通ネットワークと密接

な地域内のバス交通、デマンド交通の運行について支援しています。 

 

＜地域間幹線系統補助＞ 

・地域特性や実情に応じた最適な生活交通ネットワークを確保･維持するため、地域

間交通ネットワークを形成する地域間幹線系統の運行について支援 

 

 

＜地域内フィーダー系統補助＞ 

・地域特性や実情に応じた最適な生活交通ネットワークを確保･維持するため、幹線バスな

どの地域間交通ネットワークと密接な地域内のバス交通･デマンド交通の運行につい

て支援 

 

出典） 国土交通省ホームページ 
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② 利用状況に応じた公共交通の運行イメージ 

公共交通は多様な運行方法があるため、利用状況に応じて適した運行方法を選択すること

が重要です。 

基本的には利用者数に応じて運行方法や運行車両を選択することになります。利用者数が

多い場合は定時定路線型の路線バスやコミュニティバスなどが適しています。利用者数が少

ない場合でも利用者数が一定あれば、上記のバスから車両を小さくした定時定路線型の乗合

タクシー（ジャンボタクシー、セダン等）が適しています。さらに、利用者数が少ない場合

は、デマンド型や不定期乗合タクシーが適してきます。利用者数が少ない場合は、既に輸送

事業者が不在となってしまっている場合もありますが、そのような場合は NPO による過疎

地有償運送により対応することになります。 

また、利用ニーズが高齢者に特化しており、既存の福祉バスに輸送人員の余裕がある場合

は「福祉バス混乗型」が考えられます。同様に、利用ニーズが通勤･通学に特化しており、既

存のスクールバスに輸送人員の余裕がある場合は「スクールバス混乗型」が考えられます。 

公共交通網整備方針を検討していくにあたっては、利用状況に応じて適した公共交通を検

討していきます。 

 

 

出典） 「なるほど！！公共交通の勘どころ」平成 19 年度版 国土交通省九州運輸局 
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4.2 バス交通の需要分析 

バス交通の需要分析は、2014 年(平成 26 年)に実施した市民アンケート調査結果及び高校生

アンケート調査結果を分析して検討しました。 

アンケート調査結果から、既にバスを利用している流動をバス顕在需要として把握し、一方で

“家族等に送迎してもらって移動している人”、“移動時に問題のある人”、“今後路線バスを利用

しようと思っている人”の条件に全て該当する流動を潜在需要として把握し、これらを合計する

ことでバス需要を把握しました。これらのバス需要者が出発地から目的地まで最短経路を通ると

仮定し、バス需要分析を行いました。 

バス需要は、各地区から中心市街地への流動が多くなっています。 

 

＜ バス交通の需要分析フロー ＞ 
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＜ バス交通需要分析図 ＞ 

 

 
＊） 2014 年(平成２６年)に実施した市民アンケート調査結果及び高校生アンケート調査結果より推計。 
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4.3 今後の公共交通網 
 

バス需要分析結果及び上位計画である洲本市都市計画マスタープランで示されている「将来

都市構造図」を踏まえて、洲本市の今後の公共交通網を設定しました。 

洲本市の今後の公共交通網は、高速バス軸、路線バス軸、地域内交通で形成し、各公共交通

を連携します。なお、路線バス軸を形成する路線は現状以上となる運行を基本とします。 

 

＜ 今後の公共交通網 ＞ 
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５．計画の推進に向けた取組の状況 

 

2015 年度(平成 27 年度)の計画策定後の、基本理念の実現に向けた基本方針に基づく施策の取

組状況について整理しました。 

＜ 実施済･検討中施策 ＞ 

基本方針 施策の取組状況

・路線バスの維持に向けた補助の継続

・高速バスの交通系ＩＣカード利用の開始
　（本四海峡バス、ＪＲ西日本バス、神姫バスで利用開始　淡路交通は令和2年4月より開始
　　本四海峡バス、ＪＲ西日本バスはPiTaPaでの割引制度を開始）

・高速バス、路線バス、コミュニティバスが乗り放題となる企画乗車券を実施

・ダイヤ改正に伴う案内板の修正（淡路交通）

・高速バスの各社毎モニター表示

・路線バスと高速バスの乗り継ぎのダイヤ調整

・パーク＆バスライドのための駐車場整備（洲本バスセンター前、洲本インターチェンジ、中川原）

・サイクル＆バスライドのための駐輪場整備（洲本バスセンター前）

・洲本バスセンター、高田屋嘉兵衛公園でE-BIKEのレンタサイクルを開始

・洲本市コミュニティバス（上灘線）を南あわじ市沼島汽船場前まで延伸し、上灘・沼島線と改称

・公共交通利用の島外通勤者に対する支援の実施

・「あわじ足ナビ」の発行

・広報誌・Webを活用した情報提供

・観光マップにバスルート等の明示

・交通事業者への市内観光イベントの情報提供

・バスの乗り方教室の実施（小学生、高齢者 等）

・交通安全啓発・教育事業の推進

・企画切符の販売

・高齢者、障害者へのタクシー、路線バス、コミュニティバス利用助成券の配付

・子育て応援タクシー利用料金助成の実施

・タクシー協会との災害時応援協定の整備

公
共
交
通
を

地
域
で
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り

・免許証自主返納者に対する公共交通の利用助成の実施

１
 
利
用
し
や
す
い
交
通
網
の
構
築

2

公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の

好
循
環
へ
の
転
換

3 ・免許返納制度の周知
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６．バス路線評価 

 

6.1 バス路線評価の方法 

バスは、自動車運転免許を持っていない人や高齢者などの重要な移動手段であるとともに、環

境保全やまちづくりの上でも重要な役割（公共性）を担っています。 

しかし、人口減少に伴う厳しい財政状況から、バスの運行に公費を際限なく投入することは困

難であり、一定の採算性（経済性）も必要です。 

今後、バス路線を維持するだけでなく、必要な場所にバス路線を導入して、さらに持続可能に

していくためには、バス路線事業の運営方針を設定することが必要です。 

したがって、今後のバス路線の運営には、「公共性」及び「経済性」の２つの視点を用いてバス

路線事業を評価し、さらなる改善に向けた取組を推進していきます。 

 

＜ バス路線の評価イメージ ＞ 

 

 



 

資 - 56 

公経済性及び公共性評価の評価指標と基準値は、以下のとおり設定します。 

 

＜ 経済性評価及び公共性評価の評価指標と基準値 ＞ 
 

評価指標 

経済性評価 公共性評価 

利用者１人当たり補助額 
沿線の 15 歳以上の通学者及び 

65 歳以上の高齢者の 
１人当たり年間利用回数 

基準値 1,000 円/人 ２.０ 回/人/年 

 

【 評価指標及び基準値設定の考え方 】 

［経済性評価］ 

・評価指標は、利用者１人当たりの行政補助額とします。行政補助額は、国･県･市合計の

補助額を対象として評価します。 

・基準値は、幹線バスに位置付けられている縦貫線を除いた、現在の利用者１人当たりの

行政補助額の 1,000 円/人とし、現在以上に補助額が増加しないことをめざします。 

 

［公共性評価］ 

・評価指標は、沿線に住んでいる人１人当たりの年間利用回数とします。ただし、洲本市

のバスは、高校生の通学手段や、クルマの免許を持たない高齢者の移動手段として多く

利用されていることから、沿線に住んでいる人１人当たりは、沿線に住んでいる 15 歳

以上の通学者及び 65 歳以上の高齢者１人当たりとします。 

・１年間に最低１回以上バスを利用して頂くということから、基準値は 2.0 回/人/年と設

定します。 
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6.2 平成 30年度バス路線評価結果 

平成 30 年のバス路線評価結果は、以下に示すとおりです。 

・路線バスの縦貫線、由良線、都志線、長田線、鮎原線（淡路市含む）は、経済性、公共性

いずれも基準値を上回り、今後もサービス強化を進める路線として評価されました。 

・路線バスの鳥飼線、コミュニティバスの上灘線、五色地域線は、公共性は基準値を上回っ

ていましたが、経済性が基準値よりも低く、今後コスト削減、収入増対策を進める必要が

あります。 

・今後もバス路線評価を実施し、評価結果に基づいた適切な対策を実施することで、経済性

も公共性も高い右上の領域をめざします。 

 

＜ 評価結果 ＞ 

 

公共性評価 経済性評価

沿線１５歳以上の通学者数
及び６５歳以上人口

１人当たり年間利用回数
（回/人）

利用者１人当たり
行政補助額

（円/人）

路線バス 縦貫線 153,974 3,294 4,078 37.75 21 路線維持（サービス強化の検討）

由良線 70,021 0 4,079 17.17 0 路線維持（サービス強化の検討）

鳥飼線 14,886 18,220 4,096 3.63 1,224 路線維持（コストの削減･収入増対策の検討）

都志線 16,424 15,771 3,868 4.25 960 路線維持（サービス強化の検討）

長田線 12,544 4,879 3,432 3.65 389 路線維持（サービス強化の検討）

鮎原線（淡路市含む） 7,266 3,538 2,699 2.69 487 路線維持（サービス強化の検討）

コミュニティバス 上灘線 1,569 6,000 362 4.33 3,824 路線維持（コストの削減･収入増対策の検討）

五色地域線 3,054 9,900 1,133 2.70 3,242 路線維持（コストの削減･収入増対策の検討）

合　　計 279,738 61,602 23,747 11.78 220

種　　別 評　価　結　果
系統別

年間利用者数
（人）

行政補助額
（千円）

沿線１５歳以上の
通学者数及び
６５歳以上人口

（人）

 

：路線維持（サービス強化の検討）

：路線維持（利用者増加施策の検討）

：路線維持（コストの削減･収入増対策の検討）

：抜本的見直し（場合によっては廃止も考慮）


